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之
の
震
の
テ
ー
マ

「
す
べ
て
の
こ
と
に
、
も
っ
と
も
っ
と
が
ん
ば
り
、
一
生
懸
命
に

取
り
組
み
た
い
」
こ
の
気
持
ち
か
ら
テ
l
マ
を
「も
っ
と
も
っ
と
夏
越
」

と
し
市
民
す
べ
て
が
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
を
願
っ
て
今
年
の
夏
越
は

動
き
始
め
ま
し
た
。

中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
初
代
か
ら
紛
代
ま
で
の
総
勢
2
0
0
人
。
市

民
の
ふ
る
さ
と
、
文
化
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
祭
の
予
算
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

町
内
会
、
企
業
な
ど
か
ら
の
寄
付
と

T
シ
ャ
ツ
販
売
、
う
ち
わ
広
告

料
そ
れ
と
市
か
ら
の
助
成
金
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
田
年
に
始
ま
っ
た
『
お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
』
は
今
年
で
氾
回
目
を
数
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
内
、
八
王
神
社
合
同
の
夏
越
大
祭
と
い
う
全
国
的
に
も
ま
れ
な
形
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
感
謝
の
心
」
を
大
切
に
し
、
こ
の
精
神
が
子
供
た
ち
に
広
ま
っ

て
い
く
よ
う
願
っ
て
誕
生
し
た
夏
越
ま
つ
り
。
大
村
の
『
ふ
る
さ
と
の
祭
』
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
夢
み
る
子
供
た
ち
に
夢
を
与
え
、
郷
土
愛
を
育
み
た
い
」
と
語
る
実
行
委
員
会
の

青
年
た
ち
、
私
た
ち
み
ん
な
の
創
意
と
熱
意
で
後
世
の
人
々
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、

ふ
る
さ
と
の
祭
、
夏
越
を
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

創
造
し

協
力
し

基
本
方
針

①
み
ん
な
が
参
加
し

②
全
市
民
が
理
解
し

③
大
村
独
自
の
ま
つ
り

④
い
つ
ま
で
も
受
け
継
が
れ
る
ま
つ
り

こ
ん
な
中
、
青
年
た
ち
は
、

『子
供
に
夢
を
あ
た
え
郷

土
愛
を
育
も
う
』
と
子
供
を
中
心
に
見
す
え
、
祭
を
子

供
た
ち
が
楽
し
め
る
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
い

ま
す
。

A
G
g

奪
の
目
玉
は

日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

1
0
0
周
年
記
念
シ
ド
ニ

ー
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
日
本
代
表
で
参
加
す

る
「
黒
丸
踊
り
」
木
場
地
区
の
龍
お
ど
り
、
大
村
獅
子

舞
、
総
勢
3
0
0名
の
鈴
田
浮
り
ゅ
う
、

8
団
体
に
よ

る
子
供
太
鼓
、
く
じ
ら
太
鼓
、
ホ
l
ク
太
鼓
ま
た
特
別

参
加
の
沖
縄
エ

l
サ
l
太
鼓
な
ど
ふ
る
さ
と
の
郷
土
芸

能
も
目
じ
ろ
押
し
で
す
。

今
年
の
特
徴
は
、
大
村
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト
が
な
く
な

り
市
民
総
参
加
で
踊
ろ
う
と
い
う
も
の
、
そ
し
て
新
し

い
「
夢
ま
つ
り
」
と
い
う
地
元
生
ま
れ
の
音
頭
も
初
披

露
し
ま
す
。

楽
し
め
る
ま
つ
り

誇
れ
る
ま
つ
り

市
民
の
参
加

夏
越
ま
つ
り
は
、
町
お
こ
し
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を

N

ま

つ
り
H

で
作
っ
て
い
こ
う
と
考
え
、
実
行
し
て
い
ま
す
。
い
つ
の

日
に
か
市
民
総
参
加
で
楽
し
め
る

F

ふ
る
さ
と
の
祭
H

に
す
る
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
「
ご
み
取
り
(
清
掃
)
」
の
呼
び

か
け
が
あ
り
ま
す
。
祭
も
掃
除
も
両
方
参
加
し
自
分
た
ち

一
人

一

人
が
主
役
の
気
持
ち
で
祭
と
の

一
体
感
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
で
す
。

青
年
た
ち
は
、
こ
の
祭
が
起
爆
材
と
な
り
、
大
村
の
町
が
さ
ら

に
活
気
づ
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

暑
い
夏
を
迎
え
ま
す
。

そ
う
、
私
た
ち
の
祭

H

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
H

は
す
ぐ
そ
こ

ま
で
来
て
い
ま
す
。
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-神事

・奉納演芸
下鈴田浮立 19: 40-20 : 10 (おまつり通り)

黒丸踊 20 : 10-20 : 50 (おまつり通り)

.ちび、っこ相撲大会
8 : 30-16 : 00 (松原八幡神社)

8.21土)本まつり

(御輿のお下り)稚児行列

官(金)宵まつり

儀により臼島大かがり火

・花火大会
午後 8時30分ごろー (大村競艇場周辺)

-もちまき 19:30-19:35 (夏越ステージ)

.くじら太鼓 21: 20-22 : 00 (夏越ステージ)

.ゆかた納涼コンテスト
19 : 00-21 : 00 (十八銀行駐車場)

※その他たくさんの催し物があります。

8.31日)本まつり
.太鼓の競演

-・・=踊・・

17:20-18:20 (夏越ステージ)

-奉納演芸
大村獅子舞 18 : 50-19 : 10 (おまつり通り)

木場龍踊 19 : 10-19 : 40 (おまつり通り)

沖縄伝統演芸(特別出演)

エイサ一太鼓 19 : 40-20 : 00 (おまつり通り)

・夏越総踊り 20 : 25-21 : 57 (おまつり通り)

※その他たくさんの催し物があります。

市ヲい

おまつり広場のご案内
場所 :JR大村駅---+八銀行角 仁コ

おおむら夏越まつり本まつりは 8月2日(土)・3日(日)の
16 : 00---22 : 00まで市道大村駅前を中心に開催されます。

EE『L」竺!駅 ~ーーーー一ーー・
臨時パスs-d IIやぐら

卑古
床至

・
西
沢

・
浜
屋
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-市民会館

国道34号

晶陶苑

送迎ハス{亭. 寿会館
平安隠. . 

-本部

F 至佐世保

県営パスターミナル
交通本部 ・

NTT・

置
夏
越
送
迎
パ
ス
運
行

市
役
所
・
農
協
本
館
(
予
定
)
か
ら
ま
つ
り
会
場
ま
で
、
午
後

6
時

か
ら
什
時
ま
で
随
時
運
行
し
ま
す
。

-
車
で
お
越
し
の
方
へ

ま
つ
り
会
場
の
周
辺
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

お
お
む
ら
夏
越
ま
つ
り
協
賛
会

東
本
町

2
1
1
(宮
⑫
2
5
8
0
)



市
で
は
、
子
供
た
ち
に
自
然
の
中
で
の
色
々

な
体
験
や
学
習
を
目
的
と
し
た
『
少
年
野
生
の

森
(
仮
称
)
』
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
『
少
年

野
生
の
森
』
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

最
近
は
、
原
っ
ぱ
ゃ
あ
き
地
・
河
原

な
ど
身
近
な
自
然
の
遊
び
場
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
子
供
た

ち
に
は

「遊
び
の
室
内
化
傾
向
」
が
進

行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
様
々
な
問
題
を
呼
び
起
こ
し

て
お
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
の
変
化
は
著
し
い
も
の
が
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
現
代
社
会
の
中
で
、

子
供
た
ち
の
人
間
関
係
や
意
識
に
も
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

自
然
は
、
子
供
に
限
ら
ず
人
を
優
し

く
包
み
こ
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

自
然
の
中
で
の
体
験
に
よ
っ
て
人
の
心

を
な
ご
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
協
調
性
や
創
造
力

を
養
い
、
子
供
ら
し
さ
を
呼
び
戻
す
と

と
も
に
、
家
族
の
き
ず
な
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
な
場
所
を
提
供
す
る
、
こ
れ
は

今
の
大
人
た
ち
が
、
子
供
た
ち
に
し
て

あ
げ
た
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

少年野生の森〈仮称)計画

0多良岳のふもとに、異学年の子供たちが縦割集団で野生の生活が体験で

きる施設をつくり子供たちの心を豊かに育てます。

O自然や動物とのふれあいをとおし、自然の大切さや命の尊さを学びます。

O自由学習により創造力を豊かにします。

市
有
地
、
自
然
に
固
ま
れ
た
場
所
、

眺
望
が
よ
い
、
水
が
あ
る
、
動
物
と
の

関
わ
り
が
で
き
る
、
将
来
的
な
ア
ク
セ

ス
が
計
れ
る
な
ど
を
考
え
、
高
良
谷
牧

場
内
が
適
地
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
然
を
こ
わ
す
の
で
は
な
く
、
広
葉

樹
、
落
葉
樹
を
植
樹
す
る
な
ど
、
森
を

育
て
、
自
然
と
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
た
整

備
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
で

は
農
作
業
が
体
験
で
き
る
農
園
、
自
然

に
な
じ
む
山
小
屋
風
の
宿
泊
施
設
、
自

然
の
中
を
探
訪
で
き
る
場
、

1
5
0
名

程
度
が

一
度
に
集
会
で
き
る
場
、
動
物

と
ふ
れ
あ
え
る
場
な
ど
ゾ
l
ン
を
滞
在

ゾ
i
ン
、
総
合
ゾ
l
ン
、
野
外
活
動
ゾ

ー
ン
、
多
目
的
ゾ
l
ン
の

4
つ
に
分
け

整
備
し
ま
す
。
高
良
谷
牧
場
周
辺
の
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
荒
瀬
・
野
田
地

区
の
広
域
農
道
、
ま
た
、
市
道
似
田
の

尾
・
北
川
内
線
か
ら
の
道
路
が
将
来
的

に
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

滞
在
ゾ

I
ン

子
供
た
ち
か
ら
大
人
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
多
種
の
グ
ル
ー
プ
に

対
応
で
き
る
機
能
を
備
え
た
、
宿
泊
施

設
群
。

コ
テ
l
ジ
、
炊
事
棟
、
シ
ャ
ワ
ー
棟
、

ト
イ
レ
棟

総
合
ゾ

I
ン

管
理
を
主
体
と
す
る
ゾ
l
ン
で
あ
る

が
、
滞
在
者
・
来
訪
者
な
ど
が
多
目
的

に
利
用
で
き
る
施
設
に
す
る
と
共
に
、

緊
急
時
の
避
難
所
と
す
る
な
ど
総
合
的

な
役
割
を
担
う
ゾ
l
ン
。

管
理
棟
、
駐
車
場

野
外
活
動
ゾ

I
ン

森
や
林
を
有
効
に
活
用
し
、
昆
虫
や

植
物
、
鳥
な
ど
、
自
然
を
相
手
に
観
察

し
た
り
、
学
習
し
た
り
、
ま
た
自
由
に

遊
べ
る
ゾ
l
ン
。

手
作
り
農
園
、
落
葉
・
広
葉
樹
林
地
、

展
望
広
場

多
目
的
ゾ
l
ン

イ
ベ
ン
ト
や
講
義
、
夜
の
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
l
、
ゲ
ー
ム
そ
し
て
木
工
、

竹
細
工
な
ど
創
作
活
動
の
で
き
る
野
外

広
場
と
す
る
な
ど
、
多
目
的
に
利
用
で

き
る
ゾ
l
ン
。

芝
生
広
場
、
作
業
場
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b
h
?
・

ι月暴
走
族

最
近
市
内
に
お
い
て
、
深
夜

に
国
道
や
住
宅
街
に
出
没
し

車
、
バ
イ
ク
で
騒
音
を
ま
き
散

ら
す
、
「
爆
音
暴
走
」
が
増
え

て
い
ま
す
。

暴
走
に
よ
る
騒
音
で
市
民
の

安
眠
を
奪
い
、
お
年
よ
り
や
病

人
、
幼
児
の
成
長
に
も
悪
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
暴
走
族
を
追
放
す

る
た
め
、
警
察
で
は
、
厳
し
く
取

り
締
ま
り
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
が
、
暴
走
族
を
な
く
し
て
い

く
に
は
、
警
察
の
み
な
ら
ず
、

保
護
者
、
学
校
な
ど
の
関
係
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
が

一
体
と
な
っ

て
『
暴
走
族
を
許
さ
な
い
』
と

い
う
社
会
環
境
哨
つ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
暴
走
族

を
な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
子
供
に
安
易
な
車
・
バ
イ
ク

の
与
え
方
を
し
な
い
。

②
自
分
の
子
供
が
暴
走
族
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
親
が
、
約

6
割
も
い
る
と
い
う
警
察
庁
の

調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
子
供

と
の
会
話
を
心
が
け
、
交
友
関

係
に
も
ふ
だ
ん
か
ら
注
意
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
永
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
で
、

暴
走
を
「
し
な
い
さ
せ
な
い

見
に
い
か
な
い
」
と
い
う
意
識

を
徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
暴
走
族
を
さ
ら
に
厳

し
く
監
視
し
て
い
く
た
め
に
、

改
造
車
両
・
改
造
中
の
車
両

暴
走
車
両
(
自
動
車
・
バ
イ
ク
)

暴
走
車
両
の
集
合
場
所

を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
警
察
に
通

報
し
て
下
さ
い
。

|飲酒運転を追放しよう! I 

わからん奴は家族がしからんば~
家族は地獄~あなたは天国~飲んで乗る

国
道

M
号
の

建
設
省
に
対
し
て
、
国
道

弘
号
の
杭
出
津
1
丁
目
(
ビ

ッ
グ
ウ
ェ
イ
前
付
近
)
か
ら

久
原
2
丁
目
(
長
崎
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
前
付
近
)
区
間
の

完
全
4
車
線
化
の
早
期
完
成
、

久
原
梶
ノ
尾
線
と
そ
の
他
都

市
計
画
道
路
の
早
期
開
通
の

た
め
の
補
助
金
交
付
な
ど
の

財
政
的
支
援
の
継
続
と
強
化

を
要
望
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
建
設
省

で
は
、
国
道
弘
号
に
関
し
て

は
玖
島
交
差
点
の
改
良
工
事

(
市
役
所
前
付
近
か
ら
大
村
高

校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
前
付
近
の

拡
幅
)
を
進
め
る
、
久
原
梶

ノ
尾
線
と
そ
の
他
の
都
市
計

画
道
路
に
関
し
て
は
、
従
来

の
補
助
金
枠
確
保
を
目
指
す

旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

公
共
事
業
の
削
減
が
叫
ば

れ
る
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

幹
線
道
路
の
整
備
に
全
力
で

取
組
み
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

部
区
間
完
全

4
車
線
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早
期
完
成
を
目
指
し
て
!

大村公園から市役所方面

参考

久原松原線(国道34号)…久原2丁目~松原本町

杭出津松原線…杭出津1・2丁目~寿古町

久原梶ノ尾線…久原 2丁目~鬼橋町

富の原坂口線…富の原 2丁目~荒瀬町

久原線…久原2丁目内

玖島交差点付近



体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の

愛
称
を
募
集
し
て
ま
ら
す

平
成
叩
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
複
合
施
設

「体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
」

(
市
役
所
横
)
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
要
項

ハ
ガ
キ
に
①
愛
称
1
点
と
②

簡
単
な
説
明
③
住
所
④
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
⑤
年
齢
⑥
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
応
募
し
て

下
さ
い
。
応
募
点
数
に
制
限
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
応
募
可
。

「いじめ」や「登校拒否」などで悩んでいる子供だちゃ保護者

のだめlこ『いじめ・登t~E否問題相談人材パンク』が開設され

ましだ。お気軽|こご相談ください。

応
募
先
玖
島
1
丁
目
お
番
地

大
村
市
教
育
委
員
会
文
化
課

「
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
称
募

集
」
係

締

切

9
月
初
日
(
当
日
消

印
有
効
)

発
表
日
月
下
旬
・
入
賞
者

に
通
知
し
ま
す
。

賞
最
優
秀
賞
1
点
H
5
万
円

佳
作
3
点
U
各
1
万
円
(
入
賞

者
が
中
学
生
以
下
の
場
合
は
相

当
額
の
図
書
券
)

大
村
市
長
崎
駐
在
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た

市
と
県
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
主
に
情
報
収
集
を
行
う
大

村
市
長
崎
駐
在
員
に
、
高
木
駐

在
員
が

7
月
1
日
付
で
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
「は
ば
た
く
大
村

の
明
日
に
向
か
っ
て
、
小
さ
な

。平成9年度大村市いじめ・登校拒否問題相談人材バンク専門相談員名簿

氏 名 所 属 (住所) 電話番号 (内 線)

田 中 久美子 市役所健康増進課 @4 1 1 1 (140) 

早田 雅 司 市教育委員会学校教育課 ノノ (364) 

吉田 潤 司 " " (か)

福 田 スミエ 市役所児童家庭課 " (153) 

藤 崎喜久子 " " (ゥ)

石 丸菊弘 市教育委員会少年センター i@3 1 6 1 (コミセン内)

佐 藤 晴男 " " '〆

後藤 明 " " " 
中山和子 " " " 
植木 健 精神神経科医師 ⑪ 6 0 0 0 

川浪由喜子 スク-)レカウンセラー @2 0 4 6 (中央小)

小溝 i建 " @ 2360 (西大村中)

尾崎節子 ノ〆 @3 4 0 1 (玖島中)

内 野祐里 人権擁護委員 @O 6 1 5 

山口 清 " @4433 

松田喬一 " @ 7 8 9 3 

錦戸 貞 子 Fノ @ O 1 9 7 

谷 本康子 " @3275 

踏
み
台
に
で
も
な
れ
れ
ば
」
と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

担当

玖島中校区、大村小校区

三浦小校区、鈴田小校区

大村中校区

大村中校区

三城小校区、西大村小校区

西大村中校区、西大村小校区

西大村中校区、中央小校区

桜が原中校区、放虎原小校区

郡中校区、竹松小校区

郡中校区、竹松小校区

福重小校区、松原小校区、萱瀬小校区

郡中校区、福重小校区
※校区名のない小学校は中学校区に含まれます。

区枝

。主任児童委員名簿

氏 名

久松 喜美子

末 吉京 子

久田松 幸 子

田 崎 とめ子

中村 安 子

本村 百合子

龍 田道子

本川 清 子

坂 元 威佐

山 上よし子

梶原昭子

田川玲子

市
内
で
第
1
号
の
自
主
防

災
組
織
が
寿
古
町
内
会
で
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
組
織
は
、
町
内
会
の

皆
さ
ん
の
連
携
に
よ
り
、
災

害
の
予
防
や
拡
大
の
防
止
な

ど
、
市
や
他
の
防
災
機
関
と

協
力
し
て
防
災
活
動
を
強
力

に
推
進
す
る
も
の
で
、
情
報

連
絡
用
の
フ
ァ

ッ
ク
ス
付
電

話
機
、
防
災
用
資
器
材
の
ロ

ー
プ
、
懐
中
電
灯
を
整
備
し

ま
し
た
。防

災
は

自

ら

の

手

で

!

-7-

外
浦
小
路
町
内
会
で
は
、

6
月
日
日
に
町
内
会
の
防
災

訓
練
を
園
芸
高
校
グ
ラ
ン
ド

で
行
い
ま
し
た
。

消
防
署
の
指
導
の
も
と
、

避
難
訓
練
、
救
助
訓
練
、
消

火
訓
練
な
ど
を
行
い
、
あ
ら

た
め
て
防
災
意
識
の
高
揚
と

普
及
を
は
か
り
ま
し
た
。



-爆竹などはご遠慮ください

精霊流しでは、よく花火でけが人がでます。次のこと
にご注意ください。

ル矢ビヤや爆竹の連結は禁止されています。
..精霊船で花火を使用する場合は全て花火責任者がいりま

す。 (1隻につき 1人のみ花火を使用できます)
砂花火責任者は赤いタスキをつけてください。 (警察署で

精霊船説明会時に交付します)
..次の場所では使用できません。

-人出で混雑している所
・せまい道
・ガソリンスタンドやプロパンガス販売庖付近
.花火販売庖や玩具庖付近

惨精霊船の通る道すじの花火販売屈では、道路に向けた花
火の陳列をしないようにご協力ください。

惨精霊船の通る商庖街などでは万一に備え、防火用水、用
具の準備をお願いします。

惨人や車に迷惑をおよぼすような花火の使用は、法令違反
となり処罰されることがありますので、ご注意くださ t~ o 

b船の担ぎ子は飲酒しないようにしてください。
惨精霊船を載せたトラックの荷台に人を乗せないようにし

てください
惨規制区域内に精霊船の随行車両が入らないようにしてく

ださ p。

-精霊船に関する注意事項
砂精霊船の全長が 2メートルを越えるときは、大村警察署

へ道路使用許可申請書を提出しなければなりません。
道路使用許可申請書受付期間
8月4日(月)-8日(金)

診車で運搬するときは、灯ろうの火は必ず消す。車の積載
制限を超えるときは警察署の許可を受ける。横積みはし
ない

か精霊船は、申し合わせ事項により長さ 5メートル以下、
幅2.5メートル以下、高さ 3.5メートル以下(船を担いだ
状態での高さ)にしてください。

験路上で固さないで、ください。

。 交通規制

8月15日(金)

精霊流しが近づいてきました。美しい大村湾を守るため、
精霊船や供え物を海や川に流さないようご協力ください

- 搬入は午後9時までに(厳守)
・ 爆竹などは危険ですのでご遠慮ください
・供え物類は必ず供え物置き場ヘ
・各集積場所には駐車場はありませんので支障のない

限り徒歩で出向いてください

-精霊船説明会および交付

道路使用許可申請書を提出された人に対する説明会および許可

証の交付を行います。

日時 8月12日(火)、午後 2時

場所・問い合わせ 大村警察署(包⑪o1 1 0) 

-集積地への搬入は

搬入は必ず午後 9時までに指定場所にお願いします。 (供え物

類で燃えない物は、ビニール袋などに入れて供え物置き場へ)

地区名 集 積 場 所

=浦 舟津、日泊、溝陸(南部運動広場)

鈴田 二鈴橋付近、日焼
え，....a...唱

大村 市役所横埋立地(ヤマハ管理地)

集 西大村 下水道浄水管理センター

手貝 竹松 オーケーフード空地広場

t也 福重 郡川河口

松原 大村市北部運動広場

萱瀬 荒瀬、田下、黒木

※詳しくは町内会長、出張所または環境保全課(内線142)
尋ねください。

混雑と事故防止のため、図の通り交通規制を実施します 0

・アーケード内は精霊船の通行はできません。

・国道を横断する場合は次の所から横断してください。

大村地区…… トラベルコンビナート入口交差点(カーサ側)

西大村地区…パールレーン前と松並交差点

福重地区・・・・・・寿古石油屈前交差点

へお

] lil[r 

止

一

禁

局

一

行

島

便

・

一

通

玖

郵

j

両

いい
い
いい

草般己

国道34号

-ジャスコ

ジャスコから先は
通行止になります

l 11 IL 

lf大制限I;IC 
-
清
掃
セ
ン
タ
ー

-8-



， 

e 

‘ 

お
お
む
ら
近
代
の
証
人
た
ち

i
鉄
道
施
設

H
1

< 

鈴
団
地
区
か
ら
諌
早
方
面
に
抜
け
る
ル
卜
は
、

山
越
え
の
ル
ー

ト
で
晶
る
関
係
で
、
大
村
線
開
通
当
時
の
土
木
技
術
の
粋
を
傾
け
た

レ
ン
ガ
造
り
の
構
造
物
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

鈴

田
ト

ン
ネ
ル

鈴
団
地
区
の
鉄
道
施
設
の
中
で
も
代
表
的

な
も
の
で
あ
り
、
岩
山
か
ら
染
み
出
す
地
下

広
を
逃
が
す
水
路
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
主
工
夫

が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

鈴田地区の橋梁群
l日営パス 「日焼Jパス停を降りてしばらく事くと、

頭上に見事なレンガのアーチ(写真右)が見えてきま

す.これも明治31年の大村線開通当時のもので、当時

の高い水棋の技術が持ち込まれ、見た目にも美しいも

のです。また、中古車販売屈の陰に隠れるように、が

んじようなレンガのアーチ (写真左)があり 段地に

水を供給している小川がドを通っています。レンガや

石組みは 10 0年を経過してもみじんの量みも見せて

おらず. r国家百年の目~Jに携わった技師の阜気込みと

熱意を感じます。

z鈴函トノネルのa・・5にあたっては、JR丸州畏崎保線E大村
菅理室の許可、立ち合いを得ま した.トノネルへの立ち入り
は危険ですのでおやめ〈ださい.

‘ 

郡川の鉄橋
1lI1J11にかかる鉄縞の縞脚は、明治31年

開通当時のレンガ造りのものが引き続き

使われています。

現在、コンクリートで補強されている

ため見た目は分かりにくくなっています

が、 4本の椛脚のうち l本だけは、当時

の姿をうかがt，知ることができます.

-9-一



菖蒲まつりが6月15日、大村公
園で行われました。まつりでは、力ラオケ大会 ・民踊 ダンス・太鼓-歌合
戦などを開催。板敷櫓下では、野点や郷土芸能の黒丸踊りが披露され、多く
の観光客を楽しませました。

「第 2回大村市長杯争奪おおむら菖蒲
まつり囲碁将棋名人戦」が商工会議所・
市民会館で行われました。大会には、市
内外のつわもの達が集まり、 一手 手に
熱をおびた戦いをみせていました。

-10 

大村市中学校体育大会、陸上競技と水泳競技が7
月2目、行われました。会場では、応援にかけつけ
た父母や仲間から声援がおくられていました。

一手一手lこ熱いため患.. . 
(6/22・商工会議所・市民会館)

「第10回ふれあい相撲大会」が7月6日、西大村小学校で行
われました。大会には市内 6小学校から約150人が参加、男子
にまじって女子の児童も土俵狭しと 、ぶつかっていました。

日ごろの成果を披露
(7/2・陸上競技場・市民プール)

~換留学生としてデンマークに行く中尾亜紀さん (大村
園芸高校 3年生)が、 7月2日、甲斐田市長を訪問しまし
た。中尾さんは 、最初ユースキャンプに参加。その後、ホ
ームステイをすることになっています。市長は「いい経験
をしますね、健康に注意して」と励ましました。

交換留学でデンマークヘ (7/2・市役所)

豆力士!こ沸<(7/6・西大村小学校)

「第9回花の街スケッチ大会Jが6月15
日、大村公園で行われました。大会は 、
市内外から約300人が参加。菖蒲や板敷
櫓など思い思いの題材に絵筆をふるって
いました。

菖蒲まつりlこぎわう
(6/15・大村公園)

でき!まえはどうかな?
(6/15・大村公園)

、

一.‘一

CAMERASPOT 

ι 

行
方
不
明
者
を
お
さ
が
し
の
人
ヘ

8
月
は
「
行
方
不
明
者
等
捜
索
強

化
月
間
」
で
す
。

家
族
や
お
知
り
合
い
の
人
で
女
自

殺
す
る
と
言
い
残
し
て
家
出
を
し
た

女
病
気
な
ど
悩
み
を
も
っ
た
ま
ま
家

出
し
た
女
就
職
先
、
旅
先
な
ど
か
ら

理
由
も
な
く
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

女
犯
罪
の
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
お

そ
れ
の
あ
る
な
ど
、
ご
心
配
の
人
は

最
寄
り
の
警
察
の
相
談
室
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

大
村
警
察
署
刑
事
課

(合
⑪
0
1
1
0
)

大村第21海軍航空廠に学徒動員され、大空襲で学友 5名を亡くし

た旧制大村中学 (現大村高校)の同窓会が恒久平和を願い「動員学

徒の碑Jを建立しました。

「第17回大村市合唱祭」が6月15日、市民会館で開
かれました。合唱祭には、小 ・中・高校生、一般のコ
ーラスクラブが参加。満員の聴衆を前に美しいコーラ
スを披露しました。

若い世代!こ (6/3・玖島1丁目)

さわやかな歌声 (6/15・市民会館)

j
三
海
一
果
の
く
に

n

つ
く
り
文
化
事
業
l

第
4
期
平
成
五
教
館
塾
講
演
会

東大村小学校では 6月16日、5・6年生による田植えが行わ

れました。約300ぱの水田にもち米などを植えたり 、1本植え

というめずらしい植え方を体験しました。

収穫は10月中旬頃に行われます。

9
月
4
日

制

黒

田

清

氏

日
月
2
日

同

幸

田

シ

ャ

l
ミ
ン
氏

日
月

幻

日

制

衣

笠

祥

雄

氏

ロ
月
日
日
同

ケ
ン
ト
・
ギ
ル
パ

l
ト
氏

午
後

6
時
開
場
、

7
時
開
演

市
民
会
館

3
、
0
0
0
円
(
各
回
共
通
)

平
成
五
教
館
塾
事
業
実
行
委
員
会
(
大
村
青
年
会
議
所
内

包
②
6
3
9
1
)
ま
た
は
市
文
化
課

日
時
・
講
師

和太鼓チーム rTAO(タオ)Jのコンサートが6月27日、市民会館で
聞かれました。このコンサー卜に地元和太鼓チーム (アマチュア)r五木

瓜 (いつもっこ)Jが出演しました。このチームは今年で結成10周年を迎
えます。メンバーは自営業、教員、会社員など15人 rTAOJに負けない
演奏を披露しました。

(6/16・東大村)

場

所

塾

生

証

問
い
合
わ
せ

平和の尊さ、

すくすく育ちますようiこ!

12月11日(木)
ケン卜 ・ギルパート氏

10月2日(木)
幸田シャーミ ン氏

心!こ響け和太鼓 (7/2・市民会館)

9月4日(木)

黒田清氏

水
道
部
か
ら
の
お
願
い

8
月
は
水
の
使
用
量
、
か
多
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
節
水
区
努
め
ま
し
ょ
う
。
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年
金

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
方
ヘ

金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

H
提
出
期
間

8
月
刊
E
何
j

m
白
幽
H

8
月
は
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
が
、
定
時
届
を
す
る
月
と
な
っ

て
い
ま
す
。
8
月
期
分

(
8月
日
日
か

ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
)
の
年
金

の
支
払
を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
に
市
役
所

保
険
年
金
課
(
年
金
係
)
に
年
金
証
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
は
、
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

郵
便
局
で
年
金
を
受
領
後
そ
の
封
筒
に

入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
制

限
で
1
年
間
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
た

人
も
提
出
が
必
要
で
す
。

現
在
、
ほ
か
の
公
的
年
金
(
思
給
な

ど
)
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、

そ
の
公
的
年
金
証
書
お
よ
び
額
改
定
通

知
書
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
証
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、

日
月
か
ら
の
年
金
支
払
も
遅
れ
ま
す
。

ま
た
ほ
か
の
年
金
を
受
給
し
て
い
な
が

ら
そ
の
届
け
出
を
怠
っ
た
り
す
る
と
、

年
金
の
還
付
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
年
金
係

(
内
線
1
1
3
)

第
3
号
被
保
険
者
と
は
?

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
(
夫

・
妻)、

初
歳
以
上

ω歳
未
満
の
人
で
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
、
第
3
号
被
保
険

者
該
当
届
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

勤
務
先
の
確
認
印
を
受
け
て
、
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
怠
る
と

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ご
注
意
を
1

第10回大村市国民年金写真コンテスト

奨励賞 川鶴正保さん (片町)の作品

福祉
保
税
の
納
付
は

座
振
替
で

あ
な
た
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
便
利
な
口
座
振
替
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご
と
に
納

め
に
行
く
手
聞
が
は
ぶ
け
ま
す
。
「口

座
振
替
依
頼
書
・
自
動
払
込
利
用
申
込

書
」
に
記
入
し
て
、
金
融
機
関
の
窓
口

へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

子
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
保
険
税

の
納
付
書
、
預
金
通
帳
、
届
出
の
印
か

ん
で
す
。

今
月
は
、

5
月
に
か
か
っ
た
医
療
費

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
保
険
係

(
内
線
1
1
0
)

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す

た
ん

ぷ

や
神
害
者
・
母
子
・
寡
婦

・
単
婦

・

寡
男
・
老
保
障
害
・
父
子
の
各
医
療
費

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
、
有

効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。

該
当
者
に
つ
い
て
は
、

8
月
中
旬
頃

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
な

い
よ
う
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
か
ん

・
健
康
保
険
証
・
現
在
使
用
中

12 

の
受
給
資
格
者
証
・
通
知
の
は
が
き
・

障
害
者
医
療
の
受
給
者
は
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

今
年
の

1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
て

き
た
人
、
ま
た
は
扶
養
義
務
者
が
市
外

の
場
合
に
は
、
平
成
8
年
分
の
所
得
証

明
書
と
平
成
9
年
度
分
の
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

1
5
5
)
 

午前9時30分~午後 4時

対象地区 日 程 場所

大村(障害者・老保障害) 9月3日(水) 市役所

大村(母子 ・寡婦・単婦・
9月4日(木) 市役所

寡男・父子)

竹松・ 萱瀬・松原 9月5日(金)
竹松・ 萱瀬

松原出張所

福重・ 三浦・鈴田 9月8日(月)
福重・ 二浦

鈴田出張所

西大村(障害者・老保障害) 9月9日(火) 中地区公民館

西大村(母子・寡婦・単婦・
9月10日(水) 中地区公民館

寡男-父子)

準世帯 9月11日(木) 市役所

受付更新日程

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線

※この手続きをしないと 10月1日から医療費の助成が受けられなく

なります。
※指定日に来ることができない人は 9月12日から福祉課で受け付け

ます。



叩
月
か
ら

福
祉
医
療
費
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す

市
役
所
福
祉
課

てい一求
況
請

ゴ
を

劃

費
給
療

受

医

②
 一

内
等
一

一

関

一

一

機

一

一

療

一

一
市
医

一

切っが付

合

支

割

で

口
u-
¥/

リ
H
V

ドと

鮮
は

閑
調

①

(

 

③ (①で、支払った額) - (自己負担額)を口座振り込み

※代理請求※受給者証を

必ず提示する

.!l2. 
:..x: 

給

者

た
筑
幼
咽

f
障
害
者
・
母
子
・
寡
婦
・

単
婦
・
寡
男
・
老
保
障
害

・
父
子
医
療

の
各
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
人
は
上
記

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
代
理
請
求
を
す
る
の
は
市
内
の
医
療

機
関
等
だ
け
で
す
。
市
外
の
医
療
機
関

等
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
支
給
申
請

書
(
領
収
証
明
)
を
福
祉
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
(
郵
送
で
も
結
構
で
す
)

な
お
、
医
療
費
の
支
給
は
口
座
振
り
込

み
に
変
わ
り
ま
す
。

※
9
月
初
日
診
療
分
ま
で
は
現
行
ど
お

り
の
制
度
で
す
。

福
祉
医
療
の
受
給
資
格
申
請
を
す
る

場
合
に
は
、
振
り
込
み
口
座
の
通
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係
(
内
線

1
5
5
)
 

耳
の
不
自
由
な
人
の
マ

I
ク
シ
l
ル
を
作
成

市
で
は
、
耳
の
不
自
由
な
人
の
マ
ー

ク
シ
l
ル
を
作
成
し
、
配
付
し
て
い
ま

す
。
金
融
機
関
、
病
院
な
ど
で
シ
l
ル

が
貼
付
さ
れ
た
カ
l
ド
、
通
帳
な
ど
を

利
用
さ
れ
る
場
合
、
適
切
な
対
応
を
し

て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

耳の不自由な者です

手招きでお呼ぴ下さい

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
者
の
人
は

H
8
月
刊
日
j

9
月
叩
日
ま
で
に
届
け
出
を

H

現
況
届
(
児
童
扶
養
手
当
)

所
得
状
況
届
(
特
別
児
童
扶
養
手
当
)

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、
引
き
続
い

て
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
を
審

査
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

受
給
者
の
人
は
、
こ
の
届
け
出
を
し

な
い
と
引
き
続
い
て
子
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
も
の
子
当
証
書

・
世
帯
全

員
の
住
民
票
・
児
童
が
別
居
の
場
合

は
、
児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民

票
お
よ
び
監
護
申
立
書
・
平
成
9
年
1

月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平

成
8
年
分
所
得
証
明
書
・
印
か
ん
・
そ

の
他
必
要
に
応
じ
て
戸
籍
抄
本
な
ど
。

提
出
先
児
童
家
庭
課

①
児
童
扶
養
手
当

父
親
の
い
な
い
家
庭
、
児
童
が
父
親

か
ら

1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
家

庭
、
ま
た
は
父
親
が
身
体
障
害
者
な
ど

の
家
庭
で
、
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
す
る
よ
う
に
、
そ
の
児
童
の

母
ま
た
は
、
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
手
当
の
申
請
は
、
子
当
の
支

給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て

5
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、

請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

※
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

児
童
1
人

4
1
、
3
9
0円

児
童
2
人

5
、
0
0
0
円
加
算

児
童
3
人

1
人
増
え
る
ご
と
に

3
、

0
0
0円
加
算

②
特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
ま
た
は
、
精
神
に
障
害
の
あ
る

却
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

重
度
障
害
児

5
0
、
3
5
0円

中
度
障
害
児

3
3
、
5
3
0円

※
①
②
と
も
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
児
童
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
児
童
家
庭
課
(
内
線
1

5
3
)
 

~え~ー\

加入受付中

市民交通傷害保険

もう加入しましたか?

長崎、広島で原爆の犠牲となられた人や、戦争の犠牲と

なられた人たちのこ守冥福を祈って、次の日にサイレンを 1

分間鳴らします。

長祷をささげ、平和への誓いを新たにしましょう O

平和への誓い新たに

{呆F食事1 1口 320円 (1人2口まで)

申し込み・問い合わせ 安全対策課または

各出張所

- 13-

午前 8時15分(広島原爆祈りの日)

午前11時 2分(県民祈りの日)

正午 (全国戦没者追悼式)

8月6日

8月9日

8月15日



長
寿
を
祝
っ
て
敬
老
金
を
贈
り
ま
す

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
本
市
在
住

で
万
歳
以
上
の
人
祝
金
の
額
右
戚

j
乃
歳
:
・
3
、
0
0
0
円
、
初
歳
j
鈎

歳・
:
5
、
0
0
0
円
、
的
歳
以
上
・
:
8
、

0
0
0
円
※
∞
∞
歳
以
上
の
人
に
は
県

の
敬
老
金

(
5
、
0
0
0
円
)
も
贈
ら

れ
ま
す
。

贈
呈
日
・
場
所

9
月
日
日
制
・
:
三
浦
・
鈴
田
・
萱
瀬
・

福
重
・
松
原
各
出
張
所

9
月
日
日
制
・
:
市
役
所
・
竹
松
出
張

所
・
西
大
村
出
張
所

9
月
ロ
日
⑥・
:
市
役
所
・
西
大
村
出
張

所
該
当
す
る
人
に
は
、
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
指
定
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
口
座
振
込
も
利
用
で
き

ま
す
の
で
昨
年
ま
で
に
口
座
の
指
定
が

済
ん
で
な
い
人
は
高
齢
福
祉
課
に
8
月

8
日
働
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
高
齢
福
祉
課
(
内
線
1

5
2
・
1
5
8
)

金
婚
式

(
婚
姻
切
周
年
)
該
当
者
ヘ

記
念
品
を
贈
り
ま
す

H
該
当
す
る
人
は
申
請
を
H

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
祝

福
し
、
長
年
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
、

社
会
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ

ら
う
た
め
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

対
象
者

9
月
日
日
現
在
、
本
市
に
在

住
し
婚
姻
の
期
間
が
満
叩
年
を
迎
え
た

夫
婦
。

※
婚
姻
年
月
日
が
昭
和
氾
年
9
月
日
日

以
前
か
ら
昭
和
辺
年
9
月
日
日
ま
で

で
、
こ
れ
ま
で
記
念
品
を
受
け
て
い
な

い
夫
婦
。

申
請
方
法
申
請
書
に
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
は

高
齢
福
祉
課
の
ほ
か
各
出
張
所
に
も
備

え
て
あ
り
ま
す
。
(
印
か
ん
を
持
参
く

だ
さ
い
)

申
請
期
限

9
月
ロ
日
⑥

※
祝
賀
記
念
品
贈
呈
式
は
、
日
月
8
日

側
、
市
民
会
館
で
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
高
齢
福
祉
課
(
内
線
1

5
2
・
1
5
8
)

医
療
保
険
制
度
・
老
人
保
健
制
度

9
月
1
日
診
療
分
か
ら
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す

昨年の式典から

老人保健の一部負担金

診療区分 9月 1日診療分から

l医療機関ごとに受診 l回につき500円
外 来 (同一の月-同一医療機関において、

4回 (2，000円)までの支払を限度と します)

1日につき 1，000円 (97年度)

1，100円 (98年度)

入院 1，200円 (99年度)

(老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯

の人は 1日500円です) 昨年の健康ふくしまつりから

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
を
含
む
す
べ
て
の

医
療
保
険
で
、

9
月
1
日
か
ら
外
来
診

療
を
う
け
薬
剤
を
も
ら
う
場
合
は
、
今

ま
で
の
定
率
負
担
(
老
人
保
健
は
定
額

負
担
)
の
他
に
、
薬
剤
の

一
部
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
な
お
、
老
人
医
療
受
給
者
に
つ
い
て

も
薬
剤
の

一
部
負
担
は
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
お
持

ち
の
老
人
医
療
受
給
資
格
者
証
の
有
効

期
限
が
、
日
月
初
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
日
月
に
受
給
資
格
者
証
の
更
新

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
・
保
険
年
金
課

薬剤の一部負担金 (外来診療時のみ)

診療区分 9月 1日診療分か ら

内服薬(1日分について)
「

※ 6歳未満の乳幼児と

l種類 0円 老齢福祉年金受給者
2~3 種類 30円 で住民税非課税世帯
4~ 5 種類 60円 の人は負担が免除さ

外来時の 6種類以上 100円 れます。
薬剤の 外用薬(1回分について)

※外用薬とは湿布薬や
一部負担 I種類 50円 塗り薬などです。

2種類 100円
3種類以上 150円 ※頓服薬とは解熱 ・鎮
頓服薬(1回分について) 痛薬などです。

1種類 10円 L
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建設業で働<皆さんご存じですか

この制度は、現場で働く人達のために、建設業の労働福祉対策の一環と

して、中小企業退職金共済法に基づき創設されたものです。

一般の退職金制度とは異なり建設業界で働く限り、事業所を変わっても、

事業所に雇用され就労した期間全部を通算して退職金を支払うという業界

退職金制度です。

問い合わせ 建退共長崎支部 (~095--826--2285)



第
お
回

環
境

市

民

大

住
み
良
い
環
境

m

つ
く
り
は
、

一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
自
然
に

恵
ま
れ
た
美
し
い
郷
土
の
環
境
を
守
る

た
め
、
各
家
庭
お
よ
び
町
内
会
ぐ
る
み

で
実
践
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

日
程

8
月
3
日
間
、
午
前
7
時
加
分

j
午
前
8
時
加
分

実
施
方
法

V
家
庭
で
は
、
町
内
清
掃
に
参
加
す
る

前
に
、
家
族
み
ん
な
で
家
の
ま
わ
り
の

清掃謀からのお願い

ご亘Z
J同

t帯

清
掃
を
行
い
ま
す

o

v町
内
で
は
、
各
家
庭
を
は
じ
め
子
供

会
・
青
年
団
・
老
人
会
な
ど
へ
呼
び
か

け
て
道
路
や
公
固
な
ど
の
清
掃
を
行
い

ま
す
。

V
海
や
川
の
周
辺
の
町
内
で
は
、
町
内

周
辺
の
海
岸
や
河
川
の
清
掃
を
行
い
ま

す
。

V
事
業
所
で
は
、
事
業
所
内
お
よ
び
そ

の
周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

季節がらゴミの増加する時期となりました。特に、

お盆の前後はゴミが集中しますので、計画的にゴミ

を出すようにしてくださ t¥ 0 

お盆の期間中の「燃やせるごみ・資源ごみ・燃や

せないごみjの収集は平常通り収集します。 (資源
物、燃やせないごみは収集日割表通りです)

なお、次の場合は、持ち込み時間内に直接清掃セ

ンターに持ち込んでください。

①ごみを出し忘れた場合

②清掃などで、一時的に多量のごみが出た場合

③組大ごみ等で、一人で持てない物

④ペットの砂(汚物を取り除いて)

持ち込む場合は、 「正しいごみの分け方・出し方
ガイド」を参考にして、正しく分別をして持ち込ん

でください。なお、持ち込む時は事前連絡が必要で

す。

。持ち込み時間

平日 午前 9 時~11時30分
午後 1 時~4 時

土曜日 午前 9 時~11時

問い合わせ 清掃課(企⑬ 31 0 0) 

安
全
対
策

危
険
な
場
所
(
交
通
量
の
多
い
道
路
や

線
路
、
踏
切
周
辺
、
崖
な
ど
)
は
、
必

ず
避
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
市
民
大
清
掃
事
務
局

(
環
境
保
全
課
内

内
線
1
4
2
)

8月1日から

し尿汲取り料金を改定
し尿汲取り料金は条例で定められていましたが、今
回から市衛生組織連合会と、し尿汲取り業者との協

議により算定されることになりました。

料金の箪定区分は人頭制と従量制がありました。

市民間の公平さを図るため従量制のみとなります。

8月1日
lseの料金

135円 (消費税含みます)

になります。

。改定年月目

。改定内容

し尿汲取りはお盆は体みます

8月15日制、16日出のし尿汲取りは、汲取り業者

の盆休みに当りますので、汲取りは行いません。ご

協力をお願いします。

健康緊急時の連絡先は

大村清掃(包⑬o2 3 3) 

岩藤清掃(岱⑮ 15 7 1 ) 
野田清掃(岱③ 84 4 0) 

総
合
健
康
診
査

実
施
中
!

対
象
者
却
歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど

で
受
診
で
き
る
人
お
よ
び
妊
婦
を
除
き

ま
す
。)

内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
、
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、

心
電
図
な
ど
)
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(
老
人
医
療

受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活

保
護
受
給
者
、
利
用
券
提
出
者
は
無
料

で
す
。)

実
施
医
療
機
関
お
お
つ
か
内
科
医

院
、
岡
内
科
医
院
、
川
本
内
科
医
院
、

近
藤
医
院
、
さ
く
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
津

田
胃
腸
科
内
科
医
院
、
小
児
科
内
科
し

げ
の
、
早
田
内
科
医
院
、
田
崎
医
院
、

寺
井
医
院
、
と
も
な
が
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
中
田
外
科
胃
腸
科
、
中
村
医
院
、

長
崎
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、

原
医
院
、
フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

牧
山
医
院
、
松
井
医
院
、
南
野
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
南
野
内
科
消
化
器
科
医
院
、
む

た
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
山
下
外
科
医
院
、
山

道
医
院
、
与
那
城
医
院
、
吉
田
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

受
け
方
電
話
で
予
約
し
た
の
ち
、
直

接
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課
(
内
線
1

4
1
)
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歯
の
健
康
優
良
児
、

コ
ン
テ
ス
ト
募
集
!

歯
の
健
康
優
良
高
齢
者

。
歯
の
健
康
優
良
児
コ
ン
テ
ス
ト

対
象

5
歳
児
(
平
成
4
年
4
月
2
日

i
平
成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
お
よ

び
そ
の
保
護
者
。

応
募
方
法
保
育
所
や
幼
稚
園
児
は
、

嘱
託
歯
科
医
師
の
推
薦
に
よ
る
。
そ
の

他
の
児
は
、
県
央
保
健
所
へ
電
話
に
よ

り
応
募
す
る
。

。
歯
の
健
康
優
良
吉
田
齢
者
コ
ン
テ
ス
ト

対
象
満
鉛
歳
以
上
(
大
正
6
年
4
月

1
日
以
前
生
ま
れ
)
で
、
機
能
す
る
歯

を
初
本
以
上
持
ち
、
口
腔
衛
生
状
態
が

良
い
人
。

応
募
方
法
歯
科
医
院
や
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人

保
健
施
設
の
推
薦
、
自
薦
の
場
合
は
、

県
央
保
健
所
ヘ
電
話
に
よ
り
応
募
す

る。締
め
切
り

8
月
ロ
日
閃

問
い
合
わ
せ
県
央
保
健
所
(
宮
③

3
3
0
6
)
、
歯
科
医
師
会
大
村
東

彼
支
部
(
宮
⑤
8
6
0
2
)

婦
人
が
ん
(
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
)

を
行
い
ま
す

対
象
市
民
で
ぬ
歳
以
上
の
女
性
(
た

だ
し
、
事
業
所
な
ど
で
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
人
、
妊
婦
を
除
き
ま
す
)

募
集
人
員

1
日

ω人

締
め
切
り
実
施
日
の
前
日
ま
で
(
た

だ
し
、
募
集
人
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
)

申
込
方
法
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

負担金

子宮頚がん 700円

子宮頚+体がん

1，200円

300円

士暴

市立病院

(外科・婦人科)

9月 5日(金)

.6、
ヨコr実施日

9月3日(水)

の
検
診

乳がん

老人医療受給者・

市民税非課税世

帯・生活保護受給

者は無料で受けら

れます。

受付場所

正面ロビー

受付時間

午後12時30分

~午後 l時

9月10日(水)

水口
U

1
s
i
 

同
月ハU

噌

i

「
食
品
衛
生
週
間
」

H
8
月
4
日
j
叩

E
Z

今
年
も
0
1
5
7
や
食
中
毒
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
身
近
な
食

品
の
衛
生
に
つ
い
て
点
検
し
ま
し
ょ

w

つ
。

津
信
潔

。
調
理
す
る
前
は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

O
調
理
場
と
器
具
(
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、

食
器
な
ど
)
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

迅
速

O
生
も
の
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
調
理

し
、
で
き
た
料
理
は
早
め
に
た
べ
ま
し

ょ
P

つ
。

加
熱
・
冷
却

O
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
場
合
は
、
調
理

時
間
に
気
を
つ
け
熱
の
伝
わ
り
に
く
い

物
は
時
々
か
き
混
ぜ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。三種混合・麻しん・風しん・日本

脳炎予防接種実施中!! 

お子様の体調の良い時に受けられるよ

う、年間を通じて実施しています。

詳しくは、「健康のしおりと国民健康

保険」をご覧くださ~ '¥0 

※日本脳炎は、 9月30日までの実施とな

ります。

。
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、
す

ぐ
に
冷
蔵
(
凍
)
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

O
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
過
ぎ
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
庫
内
の
め
や
す
は

7
割

程
度
で
す
。

「
清
潔
」
「
迅
速
」
「
加
熱
・
冷
却
」

は
、
食
品
衛
生
の
3
原
則
で
す

血液製剤により
HIVに感染された人へ

ク日讐
受iヨぞ
付り;
町人与
!間Z
ド芝
ツか

-16 -

対
象

ω歳
以
上
の
市
民
(
職
場
な
ど

で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容
問
診
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
腹

部
エ
コ

l
、
胸
部
X
線
検
査
、
胃
部
X

線
検
査
、
便
潜
血
検
査
な
ど

受
診
料

2
3
、
0
0
0円

場
所
市
立
病
院

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

4
1
)
 

(
内
線
1

OHIV訴訟についてはプライバシーを配
慮し、訴えの提起を待って順次和解
を進めていくことになっています。
和解についてのお問い合わせは

厚生省薬務局企画課
医薬品副作用被害対策室

東京都千代田区霞ヶ関 1丁目 2-2
包 03-3503-1711(代表)内線2718

。血液製剤によりHIV'こ感染された人に、
健康管理費用が支給されます。(プライ
パシーは配慮されます)お問い合わせは

医薬品副作用被害救済・研究振興調査

機構業務部調査研究事業担当

東京都千代田区霞ヶ関 3丁目 3-2
新霞ヶ関ビル

包 03-3506-9415(直通)



みんなの
健 康

白
「む露せ

カ竺ん

さと
ダ
症

カ
ビ
は
菌
糸
と
胞
子
か
ら
出
来
て

い
る
生
物
で
す
。
顕
微
鏡
で
み
る
と
、

そ
の
菌
糸

が
糸
の
よ

う
に
細
長

く
見
え
る

仲
間
を
糸

状
菌
と
い

「
眼
の
つ
か
れ
」

大
村
市
医
師

楠会
木一

鉄
郎

情
報
化
社
会
と
い
わ
れ
る
現
代
で

は
、
目
を
酷
使
す
る
機
会
が
多
く
、

そ
れ
に
つ

れ
て
目
の

疲
れ
を
訴

え
る
人
も

多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

い
、
そ
の
代
表
的
な
菌
は
臼
癖
菌
で

す
。
こ
の
糸
状
菌
の
感
染
に
よ
る
病

気
が
白
癖
(
水
虫
、
た
む
し
等
)
で

す
。ま

た
、
イ
ー
ス
ト
(
酵
母
)
の
仲

間
の
カ
ン
ジ
ダ
ア
ル
ビ
カ
ン
ス
の
感

染
に
よ
る
病
気
を
カ
ン
ジ
ダ
症
と
い

い
ま
す
。
こ
の
カ
ビ
は
健
康
な
人
で

も
口
の
中
、
の
ど
、
消
化
管
、
大
便

の
中
な
ど
、
ま
た
腔
や
皮
膚
の
表
面

に
い
て
、
体
の
抵
抗
力
が
弱
く
な
っ

た
時
に
増
殖
し
て
鷲
口
嬉
(
口
の
中
)
、

口
角
炎
(
口
角
)
や
、
オ
ム
ツ
か
ぶ

れ
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
カ
ビ
の
病
気
は
、
い

ず
れ
も
最
近
増
え
て
い
ま
す
。
副
腎

人
は
外
界
か
ら
の
情
報
の
鈎
%
を
目

を
と
お
し
て
得
て
い
る
と
い
わ
れ
、

ど
う
し
た
ら
能
率
よ
く
目
を
働
か
せ

る
事
が
で
き
る
か
考
え
て
み
た
りい
と

思
い
ま
す
。

眼
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
器
官

で
、
眼
に
特
に
欠
点
は
な
く
て
も
、

身
体
の
疲
れ
・
睡
眠
不
足

・
二
日
酔

い
・
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

た
り
し
た
様
な
時
は
、

字
を
読
む
の

に
根
気
が
な
く
す
ぐ
疲
れ
る
事
は
よ

く
経
験
す
る
事
で
す
。

次
に
眼
の
方
に
欠
点
が
あ
っ
て
、

眼
の
疲
れ
の
原
因
に
な
る
の
も
何
種

類
か
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。
先
、
ず
遠

皮
質
ホ
ル
モ
ン
軟
膏
や
抗
生
物
質

(
化
膿
止
め
)
軟
膏
な
ど
の
安
易
な
使

用
が
誘
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
日

は
、
そ
の
白
癖
の
う
ち
の
水
虫
に
つ

い
て
お
話
し
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

水
虫
(
足
水
虫
、
手
水
虫
)
(
足
白

癖
、
手
白
癖
)

足
や
子
は
色
々
な
皮
膚
病
が
起
り

易
い
所
で
す
。
水
虫
に
似
た
症
状
で

も
別
の
病
気
の
事
が
有
り
ま
す
の
で
、

早
く
皮
膚
科
専
門
医
の
診
療
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
足
の
水
虫
は
次
の

3
つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
①
足

の
ユ
ビ
の
聞
が
じ
ゅ
く
じ
ゅ
く
し
た

り
、
皮
が
む
け
る
タ
イ
プ
で
、
足
の

ユ
ビ
が
短
く
太
っ
て
い
て
、
す
き
間

視
・
近
視
・
乱
視
な
ど
の
屈
折
異
常

が
あ
る
場
合
で
す
が
、
こ
れ
は
メ
ガ

ネ
で
矯
正
す
る
事
に
よ
り
正
し
く
見

る
事
が
で
き
ま
す
。
次
に
老
視
・
調

節
衰
弱
な
ど
調
節
力
が
弱
く
な
っ
た

場
合
で
す
が
、
こ
れ
も
メ
ガ
ネ
を
あ

わ
せ
る
事
で
補
う
事
が
で
き
ま
す
。

老
眼
鏡
を
か
け
る
と
何
と
な
く
年
寄

じ
み
た
り
と
か
、
度
が
早
く
進
む
と

思
っ
て
我
慢
し
て
い
る
人
が
い
ま
す

が
、
無
理
を
し
て
見
る
く
せ
が
な
く

な
る
だ
け
の
こ
と
で
す
。
次
に
斜

視
・
斜
位
・
眼
筋
麻
庫
な
ど
で
両
眼

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
く
な
っ
て
疲

れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

の
無
い
人
に
出
来
易
い
で
す
。
②
足

の
裏
や
、
足
の
側
面
に
小
さ
な
水
ぶ

く
れ
が
出
来
て
、
か
ゆ
く
て
、
か
い

て
い
る
う
ち
に
赤
く
は
れ
あ
が
り
、

薄
い
皮
が
む
け
る
タ
イ
プ
で
、
こ
の

ダ
イ
プ
が

一
番
多
い
で
す
。
③
足
全

体
が
カ
サ
カ
サ
し
て
厚
く
な
り
、

時
々
、
ひ
び
が
切
れ
る
タ
イ
プ
で
、

老
人
に
多
い
で
す
。

足
水
虫
の
予
防
を
す
る
に
は
、
子
、

足
の
清
潔
に
努
め
、
特
に
靴
下
は
通

気
性
の
よ
い
木
綿
や
麻
が
良
い
で
す
。

治
療
は
抗
カ
ビ
剤
を
つ
け
る
ば
か
り

で
な
く
、
ガ
ー
ゼ
を
ユ
ビ
の
聞
に
挟

む
か
、

5
本
ユ
ビ
の
靴
下
を
履
き
、

通
気
性
を
は
か
れ
ば
早
く
治
り
ま
す
。

次
に
眼
に
病
気
が
あ
っ
て
お
こ
る

事
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
初
期
緑
内

障
・
結
膜
炎
・
角
膜
炎
な
ど
が
あ
っ

て
お
こ
る
場
合
で
、
そ
の
病
気
の
治

療
を
す
る
事
で
防
ぐ
事
が
で
き
ま
す
。

走
っ
た
り
、
ボ
l
ル
を
投
げ
た
り

す
る
場
合
は
練
習
す
る
事
に
よ
り
、

速
く
走
っ
た
り
、
ボ
ー
ル
を
遠
く
へ

投
げ
る
事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
が
、

眼
の
場
合
は
鍛
え
直
し
て
眼
の
働
き

を
よ
く
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

今
ま
で
の
べ
た
欠
点
を
補
っ
て
、
な

る
べ
く
負
担
を
軽
く
す
る
様
に
上
手

に
使
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
眼
の
疲
れ
を

少
な
く
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

ホ
リ
デ
イ
保
育

新
城
保
育
園
(
宮
(⑫
4
1
5
2
)

日
曜
日

・
祝
日
な
ど
に
冠
婚
葬
祭

へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
就
学
前
の
児
童
(
離
乳
、か
完
了
前

の
児
童
を
除
き
ま
す
)
を
保
育
す
る

も
の
で
す
。

実
施
日

8
月・・・

3
日
・
旧
日
・
何
日
白

川出
日
・
引
日

9
月
・・・
7
日

・
昨
日

・
市
日

引
日
・
幻
日

午
前
8
時
お
分
'Et--J

午
後
5
時

1
日

1
、

5
0
0円

問
日
前
か
ら

2
日
前
ま
で

時

間

保
育
料

受

付
わ
か
ば
保
育
園
(
宮
(⑪
0
8
3
4

時
的
保
育

保
護
者
な
ど
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
や
、
出
産
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊

急
時
の
保
育
、
ま
た
、
育
児
に
伴
う

心
理
的
、
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る

た
め
に
一
時
的
に
保
育
す
る
も
の
で

す
。な

お
、
就
労
に
よ
る
も
の
は
週
3

日
、
そ
の
ほ
か
は
月
昨
日
を
限
度
と

し
ま
す
。

実
施
日

時

間

保
育
料

旦
Jι 

大
村
市
医
師
会

佐
伯
武
彦

付

保
育
園
開
所
日

午
前

8
時

i
午
後

5
時

1
日

1
、

0
0
0円

(飲
食
費
を
除
き
ま
す
)

随
時

← 17 



お
し
ら
せ

電
話
加
入
権
を
公
売

税
務
課
(
内
線

1
2
6
)

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

8
月
紅
白
雨
、
午
後
1
時
却
分

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室
公
売
方

法

一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
、
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数
若
干

※
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
予
ど
も
教
室

市
立
図
書
館

(
岱
(⑪

2
4
5
7
)

道
ば
た
の
石
こ
ろ
も
絵
の
具
で
塗
れ

ば
す
て
き
な
飾
り
に
大
変
身
!

日
時

8
月
7
日
制、

午
前
日
時
j
正

午
場
所
市
立
図
書
館
学
習
室
内

容
ス
ト
ー
ン
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ

対
象
小
学
生
講
師
村
部
真
由
美

先

生

募

集

人

員

却

人

受

講

料

無
料
申
込
方
法
・
受
付
電
話
ま
た

は
、
図
書
館
に
来
て
く
だ
さ
い
。
7
月

初
日
制
か
ら
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
な
お
当
日
は
、
絵
の
具

・
水
入
れ
・

筆
・
新
聞
紙
2
枚
・
き
れ
い
に
洗
っ
て

乾
か
し
た
石
(大
き
さ
は
自
由
)
5
個

ぐ
ら
い
を
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

「
側
長
崎
県
出
ガ
ゼ
、
ぎ
援

護
協
会
」
巴
加
入
し
ま

し
ょ
う

制
長
崎
県
出
か
せ
ぎ
援
護
協
会

(
宮

0
9
5
1
8
2
3
1
7
0
1
8
)

出
か
せ
ぎ
さ
れ
る
人
が
赴
任
先
や
帰

郷
途
中
に
お
い
て
事
故
・
病
気
で
入
院

休
業
し
た
時
や
、
留
守
宅
が
火
災
に
あ

っ
た
と
き
な
ど
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま

8月 1 日 ~7 日

『観光jは生活に安らぎと潤いを与える大切な役
割を果たしています。
余暇を利用し 『ゆとりある旅で心のリフレッシュ』

を図りましょう O 気持ちのいい 『観光』を楽しむた
めにお互い観光地の美化、保護に努めましょう。

観光週間

す
。

加
入
資
格
県
民
で
あ
っ
て
1
か
月
以

上
1
年
未
満
の
期
間
、
居
住
地
を
離
れ

て
出
か
せ
ぎ
さ
れ
る
人
年
会
費

8

0
0
円
会
員
有
効
期
間
会
費
を
納

入
し
た
日
か
ら
1
年
間

「
親
子
一
日
電
気
教
室
」

発
電
所
と
波
一
戸
岬
を
訪

ね
ま
す

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

(
合
(⑪

2
1
7
1
)

玄
海
原
子
力
発
電
所
と
波
戸
岬
海

中
展
望
塔
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

8
月
8
日
也
、
午
前
8
時
的
分

出
発
、
午
後

5
時
帰
着
予
定

集

合

(
解
散
)
場
所
九
州
電
力
船
大
村
営

業
所
※
午
前
8
時
加
分
ま
で
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
叩
人
(
先

着
順
)
費
用
無
料
(
た
だ
し
、
弁

(アニメ30分)

(アニメ30分)

|8月9日(土) I中地区公民館 110: 00-11 : 001 
いちばんでんしや はし

・ヒロシマに一番電車が走った (アニメ30分)
ぼうけん

・トム・ソーヤの冒険 (アニメ30分)

当
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

申
込
期
限

8
月
6
日
制

新
米
ま
つ
り

県
農
産
園
芸
課
流
通
対
策
室

(
包

0
9
5
1
8
2
4
1
1
1
1
1

イ挙:3EZ
ンと 最i

i百守ト尺 橘き
z呆コ八 ム
~~ ン!こ 忠じ

ききサよ E
13 1る 士C
1 1トジ、

i i ヨ

18 -

日
時

9
月
M
日
旬
、
午
後
1
時
開
場

場
所
市
民
会
館
入
場
料

2
、
0

0
0
円

お
米
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

県
産
米
を
も
っ
と
食
べ
て
い
た
だ
く
た

め、

「新
米
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

8
月
初
日
出
、
午
前
日
時
j
午

後
4
時
場
所
観
光
通
り
ア
ー
ケ
ー

ド
(
長
崎
市
)
内
容
県
内
産
新
米

試
食
、
米
に
関
す
る
展
示
な
ど

自分が幸福な気分でない
ときには、他人を幸福にす
ることなんかできないのだ。
これが、 ポンちゃんの信条。
12年に一度の幸運期に熱血
ポンち ゃんが大好きなこと
だけを探求した、いとおし
いものたちで 杯のエッセ
イ集。

『路傍の熱血
ポンちゃん』

山田詠美著

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
普

及
啓
発
、
ビ
デ
オ
」
の
一

般
貸
し
出
し

県
企
業
振
興
課

(
8
0
9
5
1
8
2
2
1
1
6
0
1
 

ビ
デ
オ
題
名

「地
域
と
暮
ら
し
に
身

近
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」

j
導
入
取
り

組
み
事
例
を
中
心
と
し
て
j

放
送
時

間

口

分

貸
し
出
し
無
料

(一般書 〉 嘘 (藤堂志津子著)/居場

所のない子どもたち(鳥山敏子著)/海賄[か

いしょう] (田中芳樹著)/幸福の里(佐藤

愛子著)/子役白書(早乙女朋子著)/コー

リャ愛のプラハ (ズデニェ ック・ スヴエラー

ク著)/私はいつでも山に登り たい(田中澄

江著)/逃亡 (若木蓬生著)/狐民[きつね

わな] (北森鴻著)/シュガーレス・ラヴ (山

本文緒著)/江戸は廻灯龍 (佐江衆一著)

この他にも たくさんの新着図書を用意 しています。
どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (fi②2457)



市
民
農
園
区
域
の
指
定
に

つ
い
て農

林
水
産
課
(
内
線
2
5
2
)

市
民
農
園
に
係
る
次
の
農
地
に
つ
い

て
、
市
民
農
園
整
備
促
進
法
に
基
づ
く

「
市
民
農
園
と
し
て
整
備
す
べ
き
区
域
」

と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

期
日

6
月
お
日

場
所

東
野
岳
町

1
番
地
、

2
番
地
1
、
3
番
地

3
、
9

番
地

1
、
松
原
3
丁
目
7
8
0
番
地
、

7
8
1
番
地
、

7
8
3
番
地
、

7
8
4

番
地
、

7
8
5
番
地
、

7
8
6
番
地
、

7
8
7
番
地
、

9
0
2
番
地
、

9
0
3

番
地
、

9
0
4
番
地

8
月
叩
日
は
「
道
の
日
」

8
月
は

『
道
路
を
ま
也
る
月
間
』 で

す

土
木
課
(
内
線

4
2
1
)

市役所

ft53・4111(代表)

道
路
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活
を
支
え

る
大
切
な
財
産
で
す
。
常
に
広
く
美
し

く
、
安
全
に
利
用
す
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

8
月
日
日
叩
、
午
後
1
時
か
ら
ア
ー

ケ
ー
ド
で
街
頭
パ
レ

ー
ド
、
親
和
銀
行

大
村
支
庖
前
で
、
玖
島
中
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
演
奏
、
新
城
保
育
園
子
供
太
鼓
、

金

魚
つ
り
、
ヨ

ー
ヨ
ー
つ
り
(
無
料
)
を

行
い
ま
す
。
(
午
後
l
時
j
3
時
)
み
な

さ
ん
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
者
講
習
会

大
村
消
防
署
予
防
設
備
課

(宮
②

4
1
3
8
)

期
日

9
月
日
日

ω
-U日
制

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

種
類

甲
種
防

火
管
理
講
習

申
込
期
間

8
月
1
日

⑥

l
氾
日
間

(
J

三
海
一
果
の
く
に
づ
く
り

文
化
事
業

i

童
謡
フ
ァ
ミ
リ
ー
-
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者

諌
早
市
教
育
委
員
会

文
化
課
(
宮
②

1
5
0
0
)

資
格

親
と
子
を
中
心
と
し
た
家
族
日

人
以
内
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

応
募
申
込
書

(事
務
局
に

あ
り
ま
す
)
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
予
選
オ
ー
デ

ィ

シ
ョ
ン
で
伴
奏
が
必
要
な
人
は
楽
譜
を

申
込
書
と
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

8
月

m日
@(

当
日
消
印
有
効
)

税
伝
聞
す
る
作
文
・
標
語

諌
早
税
務
署
総
務
課(岱

⑫
1
3
7
0

次
代
を
担
う
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
税

に
つ
い
て
興
味
を
も

っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
趣
旨
で
高
校
生
か
ら
税
に
関
す
る

作
文
を
中
学
生
か
ら
税
に
関
す
る
作
文

お
よ
び
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

高校生の作文 中学生の作文 中学生の標語

応 募資 格 高校生 中学生

ア マ
税について、日ごろ考えていること 税について
や意見など何でも結構です。

l人 l編、 l人l編、原稿用紙
l人何編でも可応 募 点数 3，000字以内 (400字づめ)3枚以内

および字数
標題 ・住所・氏名 ・学校名とその所在地 ・学年 ・性別を明記してくださl】c

提出方法 所属の学校を経て、諌早税務署総務課に提出してくださ l、c
原稿締切 9月 8日 (月)

表 彰 優秀作品には、賞状と記念品を贈呈します。

大
村
市
消
防
団
員

市
消
防
団
本
部

安
全
対
策
課

(宮
②

2
3
1
6
)

(
内
線
2
1
7
)

資
格

四
歳
以
上
の
人

消
防
団
は
「
郷
土
愛
護
の
奉
仕
の
精

神
」
で
火
災
や
そ
の
他
の
災
害
か
ら
、

市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
任

務
に
つ
き
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
自
ら
の
町
を
守
ろ
う

と
立
ち
上
が
っ

た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

で
す
が
、
職
務
報
酬
、
出
動
報
酬
、
退

職
報
償
金

(
5年
以
上
勤
続
)
、
公
務
災

害
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す
。

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー

各
学
校
お
よ
び

市
選
挙
管
理
委
員
会
(
内
線
3
4
0

心
身
と
も
に
清
く
正
し
い
児
童
、
生

徒
の
皆
さ
ん
に
、
明
る
い
選
挙
を
す
す

め
る
た
め
に
役
立
つ
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

対
象

小
学
校
児
童
、
中
学
校
・
高
校

の
生
徒

応
募
規
定
・
内
容

明
る
い

選
挙
を
お
し
す
す
め
る
も
の

締
め
切
り
・
提
出
先

9
月
5
日
悩
ま

で
に
、
各
学
校
か
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ※
用
紙
は
四
つ
切
り
の
画
用
紙
で
、
画

材
は
自
由
で
す
。

※
出
品
者
に
は
、
全
員
参
加
賞
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。

きれいな22今

賃貸@

昨
年
の
応
募
作
品
岩
村
建
太
郎
君
の
作
品

ヘ来未ふれあって

大村駅前支庖

西大村支庖

大村 支庖

竹松 支居②極並立
TEL 52-2111 
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市役所

公 53・4111(代表)

市職員採用試験

試験職種 受験資格

保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣

保健婦(士)の保健婦(士)免許を有する人で、

昭和44年 4月2日以降に生まれた人

市内に住んでいる人または、採用後

住むことができる人

l人

10月1日

8月19日(火)

8月24日(日)および25日(月)

所定の申込用紙(人事課または、各

出張所にあります)

採用の条件

採 用人員

採用予定日

申込期限

すま
室
り

空
あ

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

竹 松 2 2 K 7，300 

久原第 2 3 3D K 23，700 
種

城 1 3D K 25，200 

左ι-w子 舟 1 2 K 3，300 

I由 田 1 3 K 12，000 
2 

種
原 口 1 3DK 19，200 

古賀 島 1 3D K 25，000 

松並第 1 2 3D K 
22.800 
24，000 

人事課(内線270-272)

試験

応募方法

問い合わせ

日
1種の竹松アパートおよび2種の岩舟住宅は単身入居可
能住宅です。2種の池田アパートは車いす向住宅です。

申込期限 8月11日(月)
抽選日 8月20日(柄、午前10時30分
入居日 9月1日(月)
申し込み・問い合わせ 建築課

※公営住宅では、犬・猫等ヘ。ツト類の
飼育・持ち込みはできません。

国
立
長
崎
中
央
病
院

(
宮

@
J
1
2
1)

勤
務
時
間

8
時
間
勤
務
(
三
交
替
勤
務
)

午
前

8
時
却
分
1
午
後
3
時

(
6
時
間
勤
務
)

若
干
名

国
立
長
崎
中
央
病
院
看
護
婦

問い合わせ

職

種

採

用

人

員

看

護

婦

(

賃

金

職

員

)

若

干

名

看
護
婦
(
パ

l
ト
職
員
)

新
大
学
「
名
称
」

県
新
大
学
準
備
室

(合
0
9
5
1
8

2
4
1
1
2
5
7
)
 

新
し
い
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
大
学
の
概
要

人
文
社
会
学
部

(国

際
文
化
学
科
・
社
会
情
報
学
科
)
と
看

護
栄
養
学
部
(
看
護
学
科
、
栄
養
健
康

学
科
)
の
2
学
部
4
学
科
か
ら
な
る
男

女
共
学
の
4
年
制
大
学
(
西
彼
長
与
町
)

で
、
平
成
日
年
4
月
開
学
予
定
で
す
。

応
募
方
法

は
が
き
に
住
所

・
氏
名
・

年
齢

・
職
業

(
ま
た
は
学
校
名

・
学
年
)、

性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
既
に
あ
る
大
学
名
(
長
崎
大
学
、
長

崎
県
立
大
学
な
ど
)
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

応
募
期
限

8
月
白
日
間

第
刊
何
回
県
農
作
品

第
必
回
県
展
事
務
局

干

8
5
0

長
崎
市
立
山
1
1
1
1

5

県
立
美
術
博
物
館
内
(
宮
0
9

5

8

2
5
6
3
4
1
)
 

会
期

長
崎
会
場

(県
立
美
術
博
物
館
)

9
月
5
日
⑥
j
日
日
間
、
日
日
側
j

m

日
制

佐

世
保
会
場

(佐
世
保
市
島
瀬

美
術
セ
ン
タ
ー
)
叩
月
2
日
側
j

ロ

日
間

諌
早
会
場
(
諌
早
文
化
会
館
)

m月
時
日
目
j
お
日
田

部
門

日
本

画
・
洋
画
・
デ
ザ
イ
ン

・
工
芸
・
写

真

・
書

・
彫
刻

資
格

昭
和
町
年
4

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
県
内

に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
本
県
居
住
者

を
両
親
と
す
る
学
生

出
品
点
数

自
作
未
発
表
の
も
の
で

1

人
1
点

出
品
料

一
般・

:
3
、
0
0

0
円
、
高
校
生
:
・
1
、
5
0
0
円

申
込
期
限

8
月
1
日
働
j
m
日
田

下
水
道
区
間
す
る

「
標
語
」
・
「
ポ
ス
タ
ー
」

下
水
道
建
設
課
(
内
線
4
0
2
)

テ
ー
マ

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
の

「
下
水
道
」
に
関
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

柄
に
つ
い
て
自
由
に
発
想
・
表
現
し
た

作
品

応
募
資
格

市
内
小
・
中
学
生

応
募
方
法

作
品
に
は
、
学
校
名
・

学

年
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
必
ず

明
記
の
う
え
、
市
下
水
道
業
務
課
も
し

く
は
、

学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

標
語
の
部

は
が
き
1
枚
に
作
品
1
点

と
し
ま
す
。
(募
集
点
数
は
制
限
あ
り
ま

せ
ん
)
な
お
、

学
校

(
学
年
学
級
)
単

位
の
応
募
に
つ
い
て
は
、
は
が
き
大
の

用
紙
に

1
人
1
点
以
上
と
し
、
連
名
に

よ
る
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

ポ
ス
タ
ー
の
部

B
4
1
A
2
判
以
内

と
し
画
材
等
は
問
い
ま
せ
ん
。
「9
月
日

日
全
国
下
水
道
促
進
デ
l
」
の
文
字
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
(小
1
1
3
年
生
は

文
字
な
し
で
も
可
)

応
募
期
限

9
月
5
日
俗

(
必
着
)

-20 -
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自
衛
官
募
集

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

(
宮

@
6
2
1
7
)

。

一
般
宙
開
候
補
学
生

資
格

(
見
込
み
)
で
M
歳
未
満
(
男
女
)

。
曹
候
補
士

資
格

高
卒
(
見
込
み
)

で
幻
歳
未
満
(
男
女
)

。
航
空
学
生

資
格
高
卒
(
見
込
み
)

で
幻
歳
未
満
(
男
女
)

受
付

8
月
1
日
⑥
i
9月
9
日
閃

高
卒

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上

保
安
学
校
学
生

佐
世
保
海
上
保
安
部
管
理
課
(
包
0
9

5
6
⑪
4
8
4
2
)
 

市役所

公 53-4111(代表)

。
海
上
保
安
大
学
校
学
生

受
験
資
格

昭
和
白
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格

し
た
人
お
よ
び
平
成
日
年
3
月
ま
で
に

高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人

採
用

予

定

数

約

切

人

願

書

受

付

期

間

8
月
お
日
制
i
9
月
9
日

ω

。
海
上
保
安
学
校
学
生

受
験
資
格

昭
和

ω年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
、
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格

し
た
人
お
よ
び
平
成
叩
年
3
月
ま
で
に

高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
人

採
用

予
定
数

約
1
5
0
人

願
書
受
付
期

間

8
月
四
日
刊
1
9
月
1
日
何

楽
し
い
や
き
ち
の
教
室

県
教
育
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑬

1
1
3
2
)

(
玖
島
1
丁
目
処

2
)

日
時
・
内
容

9
月
5
日
俗
、
午
前
叩

時
j
午
後
3
時
・:
形
つ
く
り
ロ
月
日

日
側
、
午
前
日
時
l
正
午
:
・
う
わ
薬
か

け

場

所

県

教

育

セ

ン

タ

ー

参

加

費

無

料

対

象

市

民

定

員

お

人
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
は
が
き
で
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

9
月
1
日
刊

通
関
士
試
験

長
崎
税
関
通
開
業
監
督
官

(
包

0
9
5
1
8
2
8
1
8
6
2
8

受
験
資
格

学
歴

・
年
齢
・
経
歴
な
ど

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
受
付
期
間

8

月
1
日
制
1
日
日
側
、
午
前
日
時
j
午

後
5
時

ス
ポ
ー
ツ

市
民
水
泳
大
会

市
民
プ
l
ル

(

包

@
5
8
4
2
)

市
水
泳
連
盟
事
務
局(包

③
3
8
4
2
)

場日
所時

8
月
白
日
目
、
午
前
8
時
ぬ
分

市
民
プ
l
ル

参
加
資
格

大

村
市
民
(
小
学
3
年
生
以
上
)

以
上
泳
げ
る
人

申
込
期
限

8
月
却
日
制

で
回

m

夏
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

(
シ
ン
グ
ル
)

市
テ
ニ
ス
協
会広

滝

(
宮
⑬

7
6
8
6

期
日

8
月
M
日
間
・
:
一
般
男
子
B
・

同
女
子

B

8

月
泊
日
間
・
:
一
般
男
子

A
-
同
女
子
A
・
壮
年

※

A
お
よ
び
壮
年
は
県
体
予
選
を
兼
ね

ま
す
。

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ
l
ト

場
横
)

参
加
資
格
市
内
在
住
者
お

よ
び
市
内
勤
務
者
(
高
校
生
は
除
き
ま

す

)

参

加

料

2
、
0
0
0
円
(
た

だ
し
協
会
員
l
、
5
0
0
円
)

申
込
期
間

8
月
日
日
側
、
午
後
7
時

大
村
走
ろ
う
会
会
員

中

原

(
宮
⑫

6
7
6
0
)

あ
な
た
も
仲
間
と
励
ま
し
合
っ
て
、

心
身
の
健
康
哨
つ
く
り
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

4
月
l
ロ
月
・:
毎
週
日
曜
日
、

午
前
6
時
初
分
j

7
時
ぬ
分

1
月
1

3
月
・
:
毎
週
日
曜
日
、
午
前
7
時
i
8

時
場
所
市
営
陸
上
競
技
場

年
会
費

2
、
0
0
0
円

招待選手
荒木久深選手

・小学生男女(1-3年)・….1krn 

・小学生男女 (4-6年) ・ 2km 

.中学生男女・女子フリー…..3krn 

・男子一般・男子壮年 (40歳以上)

女子フリー ……....・ H ・.5krn . 10krn 

小学生 ・中学生………500円

高校生....一……一....1，000円

一般.....................2，000円

9月20日出

所定の申込用紙にて、郵送または

持参してください

竹松駐屯地ジョギングフェスティ ーn_

パル事務局(宮② 31 4 1内諒235)JJ..7 

10月19日(日)
(小雨決行)

陸上自衛隊
竹松駐屯地

目

場所

期日

種

参加料

問い合わせ

申込締切

申込方法

-21-

大村営業所

ヒューマンエンジニアリング-E・E・-
a・・・・d・ー圃圃圃圃邑 ーー.. -

ノU弓三1一
大村市杭出津2丁目686-3干856
電話 (0957)52-2196FAJ<(0957)54・1169



市役所

ft53・4111(代表)

ご
奇
寸

ιGEj
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
永
富
照
子
(
上
諏

訪
町
)
金

一
封
V
中
嶋
辰
賓
(
池
田
2

丁
目
)
日
万
円
V
泉
恵
一
(
富
の
原
1

丁
目
)
日
万
円
V
山
口
ト
シ
(
今
村
町
)

5
万
円

:

f

な
る
せ
ナ
ハ
よ
る

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
成
瀬
便
(
久
原

2
丁
目
)
金
一
封
V
下
山
ハ
ル
(
武
部

町
)
日
万
円
V
丸
田
佐
知
子
(
桜
馬
場

1
丁
目
)
金
一
封
V
久
富
雅
美
(
武
部

町
)
叩
万
円
V
辻
田
保
男
(
古
町
2
丁

目
)
日
万
円

中
央
保
育
所
へ

V
馬
場
房
子

(
杭
出
津

3
丁
目
)
カ
ラ
1
ベ
ン
チ
(
日
万
円
相
当
)

O
一
般
寄
付

福
童
小
学
校
へ

V

一
瀬
フ
ヂ
(
宮
小
路

2
丁
目
)
お
手
玉

郡
中
学
校
へ

V
皆
同
町
老
人
会
リ
ぞ
う

き
ん
V
大
川
田
町
老
人
会
リ
ぞ
う
き
ん

清
和
国
へ

V
新
奉
会
(
小
下

一
義
・
末

、
水
辰
夫
・
松
尾
謙
)
理
容
奉
仕
V
み
つ

る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り
V
高
原
生
花

庖
H
生
花
V
九
州
電
力
労
働
組
合
大
村

分
会
リ
清
掃
奉
仕
、
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
交

流
V
久
原
養
護
学
校
H
交
流
慰
問

慈
恵
荘
へ

V
飯
野
利
明
(
久
原
1
丁
目
)

花
束
V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕
V
原
生
花
庖
リ
花
束
V
松
永
シ
ズ

エ
(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教
室
指
導
V

辻
み
ち
子
(
松
並
1
丁
目
)

生
花
教
室

指
導
V
寺
井
勇

(
小
川
内
町
)
花
束
V

古
町
舞
踊
団
U
舞
踊
訪
問
・
エ
イ
セ
イ

(
敬
称
略
)

ボ
ー
ロ

V
永
測
屋
U
ま
ん
じ
ゅ
う
V
み

つ
る
グ
ル
ー
プ
日
お
し
ぼ
り
V
長
崎
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
生
U
日
曜
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
V
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
南
串
山
リ
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ

泉
の
笠
岡
V
海
野
利
明
(
久
原
1
丁
目
)

花
V
登
貴
和
木
会
H
奉
仕
V
永
淵
屋
川

ま
ん
じ
ゅ
う
V
吉
野
政
成
(
西
大
村
本

町
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V
寺
井
勇

(
小
川

内
町
)
花
V
黒
崎
貴
美
子
ご
一
行
(
池

田
1
丁
目
)
慰
問
V
み
つ
る
グ
ル
ー

プ
H

お
し
ぼ
り
V
立
正
佼
成
会
U
供
養

V
大
村
小
学
校
5
年
1
組
お
よ
び

P
T

A
U
慰
問
・
タ
オ
ル

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大

村
1
丁
目
)
童
謡
・
歌
謡
曲
・
読
み
聞

か
せ
交
流
V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
U
お
し

ぼ
り
V
土
井
道
雄
(
雄
ヶ
原
町
)
ソ
1

---8月のN ゆ-一ー

市民相談コ ナ (秘書広報課)ですべ
て無料で行っています。お気軽にご相談く
ださい。

セ
1

ジ
V
馬
場
正
人

仏語
高
来
郡
小
浜

町
)
ジ
ャ
ガ
イ
モ

V
久
間
ト
モ
ヨ
(
南

高
来
郡
加
津
佐
町
)
ト
マ
ト
V
森
保
男

(
東
本
町
)
2
万
円
(
商
品
券
)

V
被
揺

カ
ラ
オ
ケ
教
室
H
交
流
演
奏
会
V
櫨
本

マ
ツ
エ
(
原
口
町
)
お
し
ぼ
り

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

l
万
円
V
福
井
あ
や

(
千
葉
県
流
山
市
)

1
万
円
V
山
島
宏
明
(
横
浜
市
戸
塚
区
)

日
万
円
V
野
の
花
会
日
3
万
円

光
と
緑
の
菌
向
陽
寮
乳
児
院
へ

V
天
理

教
婦
人
部
川
除
草
作
業
お
よ
び
縫
い
物

奉
仕
V
へ
ア
l
メ
l
ク
2
M
U
理
容
奉
仕

V
お
話
し
の
会
H
本
読
み
聞
か
せ

V
割

烹
寿
楽
H
食
事
招
待
V
向
陽
高
校
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
U
慰
問
V
大
村
高

校
家
庭
ク
ラ
ブ
U
慰
問
V
本
経
寺
リ
か

し
わ
餅
V
長
崎
航
空
蜘
U
遊
覧
飛
行
招

待
V
長
崎
県
サ

ッ
カ
ー
協
会
リ
J
リ
ー

グ
サ
ッ
カ
ー
観
戦
招
待
V
大
村
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
リ
ク
ル
l
ジ
ン
グ
招
待

三
彩
の
呈
へ

V
松
下
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ー

ビ
ス
僻
U
照
明
・
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ

(7木日) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

1(4木日) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

2(0水日) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

2(2金日) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

2(6火日) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

2(7水日) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです (電話での受け付けは
いたしません)0 

-由・ーー・・ーーーー・・ーーーーーー圃・ーー-_.1

健康テレホンサービス

8095826-5511 

ー
窓
拭
き
な
ど
の
清
掃

大
村
パ

i
ル
ハ
イ
ム
ヘ

V
み
つ
る
グ
ル

ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

老
人
福
祉
セ
ン
タ
i

「
さ
く
ら
荘
」
へ

V
僻
浜
電
気
H

ワ
イ
ド
テ
レ
ビ

一
不
法
投
棄
禁
生
看
板
と

ベ
ン
チ
を
寄
贈

6部産
月長業環
24~廃境
日は棄 月

、物問
市き協活
へれ会動
不 ぃ 県 の
法な央一

忍態調 投~支環
主ち、部宇ま 去 た 不 内 山 二 部 しをと τ(ー υ

し作廃法町間部会また寄べkJ恒て
た業棄投付部会(た O 贈ン看 h 石

O を 物 棄 近 ( 長 池 、 さチ板 μ源長
行のさ)南田青れ 2 2 ¥::-治崎

は と=撒れに川、信年 ま脚枚」、支県

月 健j妻的に肥満を解消するには?

8 火 食道裂孔へjレ二ア
月

水 心臓に雑音があると言われたらの
フー

木 パソコンと目

マ ノ1九z 口を開ける時の顎の痛み 音

土・日 包茎 (かわかぶり)

8月の競艇

• 7日""10日
・13日""18日九スポ杯争奪
サマーカ ップレ ース

• 21日""24日
• 28日""31日

司

4
1
2
m

町

四

M

'
ー
山
民
d

F

3

6
〔

4……一同一一
~
万
九
山

円

旧

y

万

引

mu

s
/
r
u
 

um
世

帯

/

創

格

積

/

価

面

格

多

地

価

量

土

••• 建
築
条
件
な
し

長崎県宅地建物取引霊協会会員 宅地建物取引業免許長崎県知事 (2)第2694

〒[:101:;J長崎県大村市東本町iBl番地 ・
~・4151 FAX (0957)54・~・

22 

軍aヨ ~fJ~~出E1(g)J

第 3セクター.

分譲宅地販売申
「ーー寸・所在地/大村市上諏訪町1103
|物|・開発薗積ノ4.290.83rri ・総区醐/17区画 ・販売墨画数/11区画
1 T#.I 1・地目/宅地 ・用途地域/用途地域の指定のない区域

|件132品辺黒1TA:r
星通t:/:>'二一 11:皿 l・交通/諏訪駅 ー中諏訪パス停徒歩20分 西小徒歩25分 西 中 徒 歩35分

F三 |護|佐野望者第三:立顎L 水道電気九州電力

L-ー」 雑排水 各戸浄化権設置義務付(市の補助あリ)
年10月末日



8月の 康カレジター
8
月
は
、

成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00 16日耳とことば‘の相談 福祉センター 13: 00~15: 00 
⑮40歳以上 ⑮血圧測定 ∞ 

1日 1歳6か月児健康診査 市コミセン 178 当番医

⑧13: 00~13: 30 ⑪平成 8年 1月生まれ(平成 7 (内・小)松井医院 久原2丁目 H@6624 

~ 年8月一12月生まれでまだ受けていない人も受診して (日) (眼) うみの星眼科 竹松本町 H@4040 
くださ p)⑮ 母子健康子帳・問診票・タオル・母子

乳@幼9経児3芽す0)-く1のす1検く冊査健セ康⑪ソ相離ト談乳を食渡竹教し松窒ま出す張小。所児がん (神共現在使用中の菌ブラシ

当番医
3日 (内) 近藤医院 東本町 宮⑪1166 18日健康よろず相談 竹松出張所 13:30~15:30

(日) (外・内)牧山医院 宮小路2丁目 H@7831
丹

⑧血圧・コレステロール・貧血・肥満などが気にな
る人、介護面の相談(訪問静・市訪問リハビリ・リノ、

4日 一般健康相談 市役所健康相談室 13:00~16:00 ビリ教室・保健福祉サービスについての相談合む)

何 ⑪血圧測定 みそ汁の塩分濃度測定ほか など i建診結果説明 ⑮健康子帳

乳⑨幼児すくすく健康相小談育児児が松相ん原談出(神張経所芽
幼児教室 (お口の健康と食生活)市役所第8・9会議室

13 :30~15 : 00す⑮。 )の検査 ⑧9:30~9:45 ⑧平成 7年 2月一 3月生まれ

5日 セットを渡しま 19日 ⑮母子健康手帳・問診票・菌ブラシ・タオル・コ ップ

ω リハビリ教室「根気の会」 福祉センター ω リハビリ教室「根気の会j福祉センター
13:30~15:30 ⑮風船バレー・ 言語訓練 13:30~15:30 ⑪運動会

6日 マターアイースクール~明日の親のための学級(1) ~20日 マターアイースクール~明日の親のための学級 (2 ) ~
中地区公民館 13:30~16:00 中地区公民館 13 :30~16:00 

(7j() ⑮母子健康子帳 テキスト 「母と子のために」 (7j() ⑮歯ブラシ(現在使用中のもの)

7日
3歳児健康診査 市コミセン

21日
1歳 6か月児健康診査 市コミセン

⑧13: 00~13:30 ⑧平成6年2月生まれ(平成5年 ⑧13:00~13:30 ~⑮は 1 日と同様

体) 8月 ~6年1月生まれでまだ受けていない人も受診 (木)
してくださ p)⑮母子健康手帳、問診票、子供用歯ブラシ 献血車巡回日 市役所玄関前 9:30~正午

8日 3歳児健康診査 市コミセン ③13: 00~13 :30 24日当番医

⑥ ⑮⑮は7日と同様
(日)

(外・内)田崎医院 古町1丁目 E⑮1234 
(眼) みね眼科 東本町 宮⑪3011

108 当番医
25日(内) 早田内科医院 竹松本町 H@3530 ことば、の教室 市役所第8 ・ 9会議室 9:30~16 : 00

(日) (産) おび産婦人科医院本町 E⑪1103 何 @⑮は11日と同様

ことば‘の教室 市役所第8・9会議室 27日 マターアイ スク ル~明日の親のための学級 (3 ) ~

118 9:30~16:00 (初めての人は、健康増進課まで (7j() 
中地区公民館 9:30~13:00 

目 電話で申し込んでください)
⑮母子健康手帳 エプロン

⑮母子健康手帳⑨ことばの発達が気になる幼児 29日 1歳 6か月児健康診査 市コミセン

乳長⑧⑬幼91児f33どす030-もく-用1す115の0く00簡健0⑮プ@康4ラ相か10シ州談月L(E使児t福H誌知中~J::、の(読円も紅のl柑)ん花芽ま)挙定のた検実吋は証セ')

自白 ⑧13 : 00~13:30 ⑧⑮は1日と同様

12日 31日当番医

ω (内・消)南野内科消化器科医院東三城町 宮⑧3731
(8) (外・旺)山道医院 桜馬場2丁目 E⑬2305

ガーゼがあれば持参してください

15日
略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

成人の健康相談 福祉センタ- 13:00~15:00 ⑮…持ってくるもの

⑥ ⑪⑪は1日と同様 当番医の診療時間 9:00~18:00 

市
県
民
税
/ー、、

2 
期
、-/

と
国
民
健
康
保
険
税
〆戸、、

2 
期
、-/

の
納
期
で
す
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

大切にしたい心と心

lJan.il十八銀行
大村支庖 西大村支庖
大村市本町397-8 諏訪支庖
8095手52・3171竹松支后

気がつけは、いつ宅を之12
フレッシュな希望を胸に、

はつらつと歩み続けるあなたを

優しく見つめていたい。
気がつけば、いつもそばにいる…

そんな温かい存在であり続けたい。
CO..LID 

「あらいぐまラスカル」は十八銀行のマスコッ卜で、す。

-23-

，
l
¥
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あ

『
私
の
お
父
さ
ん
』
で
放
虎

原
小
学
校

5
年
生
に
作
文
を

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

内j

目玉

か

ず

さ

和
佐
さ
ん

私
の
お
父
さ
ん
は
、
夜
日
時
ぐ
ら
い

に
し
か
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
朝
、

会
う
だ
け
で
、
次
の
日
ま
で
顔
を
会
わ

せ
な
い
日
も
時
々
あ
り
ま
す
。

私
の
お
父
さ
ん
は
タ
バ
コ
を
す
い
ま

す
。
私
は
こ
の
煙
が
き
ら
い
で
す
。
で

も
や
さ
し
く
、
明
る
く
、
が
ん
ば
り
や

の
い
い
お
父
さ
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
は
お
父
さ
ん
に
似
て
い
る
と
よ

く
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
外
見
だ
け
で

な
く
、
趣
味
も
同
じ
で
、
私
の
切
手
集

め
に
色
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ

ま
す
。
日
曜
日
も
仕
事
の
時
が
あ
っ
て
、

お
父
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
は
少

な
い
け
れ
ど
、
こ
の
短
い
時
間
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
の
数
分
の
朝
食

の
時
も
、
勉
強
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

ピ
ア
ノ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
す
る
と

占
G
4
b

・.. 

私
は
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て

生
き
て
い
ま
す
。
は
げ
ま
し
あ
い
、
助

け
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
な
お

父
さ
ん
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

土
手
口

九
九

ノ
¥

宇
品

拓
磨
く
ん

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
陸
上
自
衛
隊

で
働
い
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
お
父
さ

ん
が
陸
上
自
衛
隊
で
何
を
し
て
い
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
ぶ
ん
走
っ
た
り
、

し
ゃ
げ
き
の
訓
練
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
演
習
か
ら
帰
っ
て
来
る
お
父
さ

ん
は
、
と
て
も
つ
か
れ
て
い
て
大
変
そ

う
で
す
。

ま
た
、
休
み
の
日
に
は
、
ぼ
く
た
ち

を
色
々
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
て
、

遊
ん
で
く
れ
た
り
、
い
ろ
ん
な
も
の
を

買
っ
て
く
れ
ま
す
。
演
習
か
ら
帰
っ
て

き
て
、
つ
か
れ
て
い
る
の
に
遊
ん
で
く

れ
る
お
父
さ
ん
が
、
大
好
き
で
す
。
ぼ

く
は
こ
ん
な
お
父
さ
ん
に
肩
も
み
な
ど

を
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

あ
ま
が

い

雨
貝

あ

き
亜
紀
さ
ん

私
の
お
父
さ
ん
は
、
単
身
赴
任
中
で

す
。
春
休
み
、
夏
休
み
、
冬
休
み
に
帰

っ
て
き
ま
す
。
休
み
に
帰
っ
て
来
る
と
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
し
た
い
と
よ
く
一一一口い

ま
す
。
お
父
さ
ん
の
係
は
、
す
み
に
火

を
つ
け
た
り
、
い
す
を
出
し
た
り
、
肉

を
焼
い
た
り
全
部
し
ま
す
。
お
父
さ
ん

は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
達
人
で
す
。
達

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

人
だ
け
あ
っ
て
、
昧
は
天
下
一
品
で
す
。

春
休
み
や
冬
休
み
に
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
が
で
き
な
い
の
が
と
て
も
残
念
で

す
。
夏
に
な
っ
て
お
父
さ
ん
が
帰
っ
て

来
れ
ば
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で
き
る
か

ら
早
く
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
。

週
末
に
は
、
お
父
さ
ん
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
き
ま
す
。

一
週
間
の
こ
と
を

全
部
話
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
か
ら
か
か

っ
て
く
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
手
紙
も

書
き
ま
す
。
返
事
が
帰
っ
て
く
る
と
喜

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
早
く
帰
っ
て
き
て

ほ
し
い
で
す
。永翌

田L

ず

み

伊
津
美
さ
ん

私
の
お
父
さ
ん
は
、
仕
事
が
い
そ
が

し
く
て
、
会
わ
な
い
と
き
が
多
い
け
ど
、

休
み
の
日
に
は
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で

く
れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
し
て
い
て
、
色
々
な
大
会
に
出

た
り
、
か
ん
と
く
を
し
た
り
し
て
大
変

だ
け
ど
、
た
ま
に
は
私
と
妹
を
練
習
に

連
れ
て
言
っ
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

家
族
み
ん
な
温
泉
が
大
好
き
な
の

で
、
お
父
さ
ん
が
つ
か
れ
て
い
る
と
、

お
父
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
が
い
る
武
雄
に

温
泉
に
行
こ
う
と
い
い
ま
す
。
お
ふ
ろ

か
ら
あ
が
り
、
あ
ん
ま
き
に
す
わ
っ
て

つ
か
れ
を
と

っ
て
い
る
と
き
の
お
父
さ

ん
は
、
幸
せ
そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
お
父
さ
ん
が
私
は
好
き
で
す
。

父
の
日
に
は
、
妹
と
二
人
で
お
こ
ず

か
い
を
た
め
て
ズ
ボ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
ら
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

窓
側
@
4
1
1
1
)

編
集
/
秘
書
広
報
課

⑧ ggタ1?26
口に当てはまる文字を答えてくださし ¥0

政治家は、答礼のための自筆のものを

除き、口挙区内の人への年賀状、暑中見

舞状やクリスマス力一ドなどの時候あい

さつ状を出すことが、禁止されています。

ム一
A遊掲

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
附

応募要領・問い合わせ
はがきに答と住所 ・氏名 年齢 -電話番号を書い

て、干856玖島1丁目25番地 市選挙管理委員会

事務局へ。

応募締切 8月20日 (水)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈します (正解者多数

の場合は抽選。当選者の発表は発送をもってか

えさせていただきます)0 7月号の正解(止)

かっこ悪くてもいい 、重くてもいい 、形式にとらわれる
ことなく自由に土をこね 、個性的な作品を創作し 、好き勝
手に陶芸を楽しみ 、土と遊ぶと言うことから陶遊会を発足
し活動しています。
趣味と実益を兼ね 、あなたも気楽に土いじりをしてみま

せんかO

場所中地区公民館 (土芸室)
日 時毎月 第 4日曜日 、午前10時~正午
会 費 月1，000円
問い合わせ金子(包~ 3334 )

広
告
代
理
店
/
術

大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

a 

り

世帯数 27，729
(+57) 

7月1日現在
( )内は前月比

-24 -

女 42，300
(+50) 

39.169 
(+14) 

男81.469 
(+64) 

人口
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